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石
下
ボ
ウ
ル（
本
石
下
）

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

ひ
と
つ
と
し
て

〜
健
康
で
長
生
き
の

　
　
た
め
の
憩
い
の
場
〜

　
石
下
ボ
ウ
ル
で
は
令
和
１

年
９
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
ボ

ウ
リ
ン
グ
を
日
常
的
に
お
楽

し
み
頂
き
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
ひ
と
つ
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
る
様
に
と
絶
え
ず
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
、
ご

家
族
の
憩
い
の
ひ
と
と
き
、

更
に
中
高
年
の
皆
様
に
も
手

軽
に
ご
利
用
頂
き
地
域
に
お

け
る
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

役
立
て
て
頂
け
れ
ば
何
よ
り

の
幸
せ
で
す
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
も
、
昭
和
63
年
の
京

都
国
体
よ
り
正
式
競
技
と
し

て
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
で

も
手
軽
に
で
き
、
見
た
目
以

上
に
運
動
量
が
多
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
て
ス
ト
レ

ス
解
消
と
認
知
予
防

に
役
立
つ
素
晴
ら
し

い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
石
下
ボ
ウ
ル
で
は

ボ
ウ
リ
ン
グ
に
て
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
長
寿
と
若
返
り
、

免
疫
力
の
向
上
、
認

知
症
の
予
防
と
い
っ

た
健
康
を
テ
ー
マ
に

石下ボウル店内の様子代表の慶野光彦さん

2022年９月８日同時発表：財務省、金融庁
 
　経済産業省は、経済環境の変化を踏まえた資金繰り支援を拡充するとともに、中小企業の収益力改善・事業
再生・再チャレンジを促す総合的な支援策を更に加速させるため、金融庁・財務省とも連携の上、本年３月に
公表した「中小企業活性化パッケージ」を発展させた「中小企業活性化パッケージＮＥＸＴ」を策定しました。
今後は、本パッケージに基づき、中小・小規模事業者の活性化に向けた施策を展開していきます。

中小企業活性化パッケージＮＥＸＴを策定しました中小企業活性化パッケージＮＥＸＴを策定しました
～経済環境の変化を踏まえた資金繰り支援の拡充

収益力改善・事業再生・再チャレンジの更なる加速～

し
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
と
講

座
の
開
催
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
健
康
で
長
生
き

な
皆
様
に
貢
献
で
き
る
憩
い

の
場
と
し
て
ご
愛
顧
い
た
だ

け
る
施
設
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

※改正に伴い、日本公庫のコロナ関連融資（低利融資）の取扱いは年度末まで延長となるものの、特別利子補給制度（当初３年間の
　実質無利子化措置）は、９月末で取扱いが終了しました。



「
ど
ん
ぶ
り 

経
営
」か
ら
の
脱
却

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
で

返
済
資
金
を
ガ
ッ
チ
リ
確
保

　
　
見
て
わ
か
る
経
営
分
析
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　  

一
年
越
し
の
開
催
!!
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新
会
員
紹
介

　
８
月
２
日
か
ら
全
６
回
に
わ

た
り
開
催
し
た
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、

昨
年
企
画
し
、
受
講
者
募
集
を

行
っ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め

延
期
と
な
り
、
こ
の
度
、
一
年

越
し
の
開
催
に
至
っ
た
も
の
で

す
。
　
個
人
・
法
人
事
業
所
、
金
融

機
関
、
商
工
会
職
員
、
延
べ
95

名
が
受
講
し
、「
ブ
ロ
ッ
ク
パ
ズ

ル
」
に
よ
り
、
お
金
の
出
入
り

の
全
体
像
と
収
支
の
状
況
を
把

握
し
、
資
金
の
流
れ
を
明
確
に

す
る
仕
組
み
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経

営
と
事
業
計
画
の
重
要
性
を
学

ぶ
、
内
容
の
濃
い
講
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
、
公
認
会
計

士
・
税
理
士
の
萩
谷
孝
男
氏
は
、

「
事
業
計
画
は
自
分
で
立
て
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
り
、
や
り
た
い
こ
と
に
近
づ

い
て
ほ
し
い
」
と
受
講
者
へ
エ

ー
ル
を
送
り
、
受
講
者
か
ら
は
、

　
令
和
４
年
６
月
か
ら
９

月
ま
で
に
次
の
事
業
所
が

商
工
会
に
加
入
し
ま
し
た
。

 

◇
鈴
木
オ
ー
ト
（
菅
生
町
）

　
鈴
木　
悟

 

（
新
車・中
古
車
販
売
、

　
　
　
　
　
　
　
自
動
車
整
備
）

◇Nico 　
　
　
　
（
宝
町
）

　
長
塚　
望 （

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
）

◇
台
湾
料
理
龍
興
園

（
中
妻
町
）

　
武
田　
玲
奈（
中
華
料
理
）

◇
㈱RYU

美
装

（
大
輪
町
）

　
浜
辺　
大
介

（
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
）

◇
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

シ
ル
キ
ー　
　
　
　
　

（
山
田
町
）

　
野
口
み
つ
子 

（
美
容
業
）

◇B.I.S

㈱　

   

（
豊
岡
町
）

　
杉
山　
治
雄

（
照
明
器
具
組
立
）

◇
石
塚
工
業　

 

（
豊
岡
町
）

　
川
畑　
賢
也 

（
建
設
業
）

◇
㈱AJ

ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ

ピ
タ
ル 

（
森
下
町
）

　
浅
島　
秀
幸

（
人
材
紹
介・派
遣・業
務
請
負
）

◇
合
同
会
社TULSI（

宝
町
）

　
バ
ン
ダ
リ
・
ネ
ト
ラ
・

バ
ハ
ド
ゥ
ル

（
ネ
パ
ー
ル
料
理
）

◇
石
下
ボ
ウ
ル 

（
本
石
下
）

　
慶
野　
光
彦

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
）

◇
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｗ
ａ
（
崎
房
）

　
和
田　
信
隆 

（
鉄
工
業
）

　
商
工
会
で
は
、
労
働
安
全
衛

生
法
に
基
づ
く
資
格
取
得
の
た

め
の
各
種
技
能
講
習
と
し
て
、

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
茨

城
県
支
部
常
総
分
会
と
協
定
を

結
び
６
月
15
日（
水
）〜
17
日

（
金
）に
地
山
の
掘
削
及
び
土
止

め
支
保
工
作
業
主
任
者
技
能
講

習
会
（
参
加
者
27
名
）
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
本
講
習
会
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
第
14
条
の
規

定
に
基
づ
く
作
業
主
任
者
技
能

講
習
会
と
な
っ
て
お
り
、
参
加

者
は
掘
削
面
の
高
さ
が
２
ｍ
以

上
と
な
る
地
山
の
掘
削
や
土
止

め
支
保
工
の
切
り
ば
り
な
ど
の

建
設
業
講
習
会

 

９
月
６
日
、
守
谷
市
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、
常
総
市
、
坂

東
市
両
商
工
会
、
茨
城
県
理
容

生
活
衛
生
同
業
組
合
水
海
道
支

部
の
三
団
体
共
催
に
よ
る
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

本
講
習
会
は
、
つ
く
ば
保
健

所
の
協
力
の
も
と
、
理
容
業
者

　
８
月
４
日
に
常
総
市
商
工
会

石
下
事
務
所
に
お
い
て
、
中
小

企
業
診
断
士
の
初
鹿
野
浩
明
氏

を
講
師
に
迎
え
、
常
総
市
・
下

妻
市
・
八
千
代
町
の
３
商
工
会

共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
は
、
頻
発
す
る
自
然
災
害

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
が
地
域
経
済
に
与
え
る
影

響
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
作
成

す
る
防
災
・
減
災
対
策
の
取
り

組
み
に
対
し
て
、
国
が
認
定
す

る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
過
去
の
災

害
事
例
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

や
事
業
所
の
リ
ス
ク
を
確
認
・

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
発
生
前

の
事
前
対
策
や
発
生
後
の
早
期

作
業
に
係
る
技
能
の
習
得
を
行

い
ま
し
た
。

講習会を受講する参加者の皆さん

三
団
体
共
催
理
容
業
講
習
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
染
予
防
対
策
や
事
業
承
継
を
学
ぶ

三
団
体
共
催
理
容
業
講
習
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
染
予
防
対
策
や
事
業
承
継
を
学
ぶ

の
衛
生
管
理
の
徹
底
や
、
顧
客

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
を
目
的
に
長
年
に
わ
た
り
継

続
し
て
き
た
も
の
で
す
。

 

今
回
は
、
例
年
行
っ
て
き
た

技
術
講
習
会
に
代
わ
り
、
現
在
、

理
容
業
界
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら

ゆ
る
業
種
の
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
喫
緊

の
課
題
と
さ

れ
て
い
る
、

事
業
承
継
・

後
継
者
問
題

に
関
す
る
内

容
に
つ
い
て
、

個
人
事
業
版

事
業
承
継
税

制
を
主
要
テ

ー
マ
に
、
貸

借
対
照
表
の
読
み
解
き
方
や
節

税
に
つ
い
て
各
専
門
家
か
ら
詳

し
く
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
56

保健所担当者からは感染予防対策
について

実力の講師陣

熱心な受講者たち

名
の
受
講
者
は
、
熱
心
に
メ
モ

を
と
り
な
が
ら
耳
を
傾
け
て
お

り
ま
し
た
。

事
業
継
続
力

強
化
計
画
策
定

セ
ミ
ナ
ー

復
旧
に
向
け
た
対
策
な
ど
地
域

経
済
全
体
に
与
え
る
役
割
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
の
重
要
性
や

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
活
用
で

き
る
支
援
策
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
個
別

相
談
会
を
通
じ
て
、
個
々
の
事

業
所
の
実
情
に
合
わ
せ
た
計
画

策
定
を
す
す
め
、
認
定
に
向
け

て
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

「
ブ
ロ
ッ
ク
パ
ズ
ル
だ
け
で
簡

単
に
利
益
を
予
測
で
き
る
な
ん

て
感
動
し
た
！
」
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

熱意あふれる講義を行う萩谷孝男氏

６日間延べ95名が受講！
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≪常総市商工会≫
●水海道事務所
　〒303－0003  常総市水海道橋本町3552－1
　TEL. 0297－22－2121／FAX. 0297－22－2124
● 石下事務所
　〒300－2706  常総市新石下3678
　TEL. 0297－42－3155／FAX. 0297－42－8513

令和４年度　出張年金相談所開設
相談会場
　常総市商工会　水海道事務所（第２木曜日）
　　　　常総市水海道橋本町3552-1 TEL　0297-22-2121
　　　　　　　　　　　　 FAX　0297-22-2124

令和４年　11月10日（木）
　　　　　12月８日（木）
令和５年　１月12日（木）
　　　　　２月９日（木）
　　　　　３月９日（木）

※音声案内につながりますので、「１」を押した後に、「２」を押してください。
※ご予約の際は、必ず常総市商工会での予約とお申し出ください。
※１日に受付できる相談者数が限られるため、お早めにご予約ください。

完全予約制（１ヶ月前から下館年金事務所にて受付します。）
下館年金事務所　お客様相談室
℡０２９６－２５－０８２９

令和４年度　常総市商工会
　　　　無料法律相談会のご案内

● 相談時間　午前９時～正午（１人概ね30分程度です。）
　　　　　　相談内容は整理しておいて下さい。
●会場及び弁護士
常総市商工会
　　水海道事務所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
　　石下事務所：つくばね法律事務所
● 開 催 日

●申込方法　相談日の一週間前までに商工会事務局ま
　　　　　　でお申し込みください。予約制

※弁護士の都合により相談日が変更になる事があります。その場合
は、お申込みの方に事前にご連絡致します。又、相談については無
料ですが、事件処理を依頼した場合や当該相談日以外の相談、訴訟
事務等については有料となります。詳細は弁護士と相談して下さい。

11月   9日（水）
 1月 11日（水）
 3月   8日（水）

水海道事務所 石下事務所
令和４年
令和
５年

12月 14日（水）
　

 2月   8日（水）

第
８
回
懐
か
シ
ネ
マ
大
盛
況
！

２
３
２
人
が
詰
め
か
け
る
！

常
総
市
商
工
会・

常
総
市
商
工
会
宝
町
支
部・

常
総
市
が
後
援

　
第
８
回
懐
か
シ
ネ
マ
上
映
会
が
９
月
10
日(

土)

、

中
秋
の
名
月
の
秋
風
の
下
、
水
海
道
宝
町
の
映
画

館
「
宝
来
館
」
跡
地
で
開
催
さ
れ
、
茨
城
県
内
の

農
村
復
興
に
も
功
績
を
残
し
た
二
宮
尊
徳
の
生
涯

を
描
い
た
映
画
「
二
宮
金
次
郎
」
が
屋
外
上
映
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
街
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と

を
目
的
に
、
２
０
１
４
年
か
ら
始
ま
り
、
一
回
の

中
止
を
は
さ
み
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

来
場
者
は
年
々
増
え
続
け
、
今
回
は
２
３
２
名
を

数
え
、
そ
の
内
半
数
以
上
を
市

外
か
ら
の
来
場
者
で
占
め
ま
し

た
。
　
上
映
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
宝
来
館
の
往
時

の
盛
況
ぶ
り
や
、
映
画
館
に
ま

つ
わ
る
家
族
や
友
人
と
の
思
い

出
な
ど
、
懐
か
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
語
ら
れ
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
に
焦
点
を
当
て
た
イ
ベ
ン

石　　　下
サービス会
石　　　下
サービス会

令
和
４
年
度（
第
48
期
）

通
常
総
会
を
開
催

令
和
４
年
度（
第
48
期
）

通
常
総
会
を
開
催

　
石
下
サ
ー
ビ
ス
会
で
は
令
和

４
年
７
月
26
日（
火
）大
吉
に
お

い
て
７
名
参
加
の
も
と
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
３

年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算

の
承
認
、
令
和
４
年
度
の
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
承
認

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

議案の説明をする
寺田会長

　
令
和
４
年
６
月
20
日（
月
）、

和
食
処
あ
ぶ
ら
や
（
三
坂
町
）

に
て
会
員
16
名
が
参
加
の
も
と

「
令
和
４
年
度
通
常
定
時
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
開
催
の
前
に
、
倉
持
一

夫
さ
ん
と
長
塚
芳
雄
さ
ん
が
、

茨
城
県
青
色
申
告
会
連
合
会
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
青
色
申
告
会
の
役
職

員
と
し
て
10
年
以
上
勤
務
し
顕

著
な
功
績
を
の
こ
さ
れ
た
方
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
第
１
部
と
し
て
、
定

時
総
会
を
下
館
税
務
署
管
内
青

色
申
告
会
連
合
会　
山
中
会
長

を
は
じ
め
、
下
館
税
務
署
国
税

調
査
官　
中
江
氏
、
村
岡
氏
、

青
木
商
工
会
長
が
来
賓
と
し
て

御
臨
席
を
戴
い
た
中
、「
議
案
第

１
号　
令
和
３
年
度
事
業
報
告

の
承
認
並
び
に
収
支
決
算
の
承

認
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て
」

「
議
案
第
２
号　
令
和
４
年
度
事

業
計
画（
案
）の
決
定
並
び
に
収

支
予
算（
案
）の
決
定
に
つ
い
て
」

「
議
案
第
３
号　
役
員
欠
員
に
伴

う
補
充
選
任
に
つ
い
て
」
を
審

議
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
下
館
税
務
署

個
人
課
税
第
一
部
門
上
席
国
税

調
査
官
の
村
岡
氏
よ
り
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」
の
講
演
を
戴
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
御
臨
席
頂

い
た
御
来
賓
の
方
々
よ
り
御
祝

辞
を
戴
き
、
総
会
は
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

・
常
総
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
へ
の

　
参
加

・
職
員
対
象
講
習
会

（
Ｂ
Ｒ
Ａ
研
修
会
）　

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状

　
況
で
随
時
変
更
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
事
業
内
容

今
後
の
事
業
内
容

会
員
数　
２
８
０
名

常　総　市
青色申告会
常　総　市
青色申告会

令
和
４
年
度

定
時
総
会
開
催

令
和
４
年
度

定
時
総
会
開
催

〜
税
金
の
仕
組
み
や

必
要
性
を
伝
え
る

租
税
教
室
を
開
催
〜

法 人 会
青 年 部

　
租
税
教
室
は
、
次
代
を
担
う

子
供
た
ち
に
租
税
の
意
義
や
役

割
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、

社
会
の
構
成
員
と
し
て
税
金
を

納
め
、
そ
の
使
い
道
に
関
心
を

持
ち
、
更
に
は
納
税
者
と
し
て

社
会
や
国
の
在
り
方
を
主
体
的

に
考
え
る
自
覚
を
育
て
る
た
め

に「
租
税
教
育
推
進
協
議
会
」の

事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。
租
税
教
育
推
進
協
議

会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る（
一

社
）
下
館
法
人
会
常
総
地
区
会

青
年
部
で
は
、
７
月
１
日（
金
）

大
生
小
学
校
の
６
年
生
21
人
を

対
象
に
門
井
部
長
（
門
井
電
気

工
事
㈱
）と
松
村
副
部
長（
㈲
三

妻
タ
ク
シ
ー
）
が
講
師
と
な
り
、

１
億
円
の
レ
プ
リ
カ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
使
用
し
な
が
ら
身
近
な
生
活

と
税
の
関
わ
り
や
税
の
必
要
性

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

マグネットシートを使い説明する
松村副部長

１億円のレプリカを使い説明する
様子

ト
開
催
を
期
待
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
戦
乱
が
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
常
総

市
に
避
難
し
て
い
る
、
歌
手
の
イ
リ
ー
ナ
さ
ん

が
登
場
し
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
な
ど
４
曲

を
披
露
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
懐
か
シ
ネ
マ
上
映
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
実
行

委
員
長
で
あ
り
、
か
つ
て
宝
来
館
を
運
営
し
て
い

た
、
サ
ン
ス
イ
グ
ル
ー
プ
代
表
の
東
郷
治
久
氏
は

挨
拶
の
中
で
「
ま
ず
は

10
回
の
節
目
ま
で
の
開

催
を
目
指
し
、
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
な
が
ら
可
能

な
限
り
継
続
し
て
い
き

た
い
」
と
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

羽富都史彰商工会宝町支部長（右）

コロナ感染対策のため検温後、
会場入りした来場者

東郷治久実行委員長（左）と
イリーナさん

挨拶をする内海会長

受賞を受けた長塚氏

今
後
の
事
業
内
容

今
後
の
事
業
内
容

11
月
６
日（
日
）

　
常
総
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
の

　
得
々
商
品
券
交
換

12
月
11
日（
日
）〜
１
月
７
日（
土
）

　
年
末
年
始
大
売
り
出
し

１
月
８
日（
日
）

　
正
月
福
引
抽
選
会
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商
工
会
青
年
部
版
部員
58名

茨
城
レ
デ
ィ
ー
ス

い
き
い
き
物
産
展

　
　
　
　
に
参
加

茨
城
レ
デ
ィ
ー
ス

い
き
い
き
物
産
展

　
　
　
　
に
参
加

　
令
和
４
年
６
月
25
日（
土
）〜

26
日（
日
）に
か
け
て
部
員
19
名

参
加
の
も
と
、
視
察
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
研
修
１
日
目

は
、
福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
へ

八
巻
元
部
長
（
古
河
市
商
工
会

青
年
部
）
が
営
む
醸
造
施
設
を

隣
接
し
た
飲
食
店
「
上
町
Ｃ
Ｈ

Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
の
視
察
や
、
宮
城

県
仙
台
市
に
あ
る
「
ニ
ッ
カ
ウ

ヰ
ス
キ
ー
宮
城
峡
蒸
溜
所
」
の

見
学
を
行
い
ま
し
た
。
見
学
後

は
秋
保
温
泉
に
宿
泊
し
、
懇
親

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
研
修
２

日
目
は
、
福
島
県
相
馬
市
を
訪

れ
、
復
興
・
再
建
の
様
子
を
視

察
す
る
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、有
事
に

備
え
る
た
め
建
設
さ
れ
た
「
防

災
備
蓄
倉
庫
」
や
、
震
災
前
の

風
景
や
地
域
の
催
し
の
写
真
の

展
示
、
震
災
当
日
の
映
像
記
録

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
「
伝

承
鎮
魂
祈
念
館・慰
霊
碑
」な
ど

を
視
察
し
、
災
害
に
対
す
る
見

識
を
深
め
ま
し
た
。
最
後
は
茨

城
県
石
岡
市
を
訪
れ
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
レ
ン
タ
ル
カ
ー
ト

を
体
験
し
、
部
員
同
士
に
よ
る

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
１
泊
２
日
の
研
修
を
通
し

て
、
よ
り
部
員
間
の
親
睦
が
深

ま
る
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

第
52
回
県
西
地
区

商
工
会
青
年
部

野
球
大
会

第
52
回
県
西
地
区

商
工
会
青
年
部

野
球
大
会

一
泊
視
察
研
修
会

　
　
　
　
を
開
催

一
泊
視
察
研
修
会

　
　
　
　
を
開
催

お待ちしています加入を

女性部員を募集しています。
ぜひご加入ください！
商工会員の女性経営者の方、会員家族の
女性の方であれば加入できます。

ら
46
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
県
女
性
連
櫻
井
会
長
退
任
式

　
令
和
４
年
９
月
17
日（
土
）、

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

に
て
行
わ
れ
た
「
第
21
回
茨
城

レ
デ
ィ
ー
ス
い
き
い
き
物
産
展

２
０
２
２
」「
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
及
び
第
２
代
県
女
性
連
櫻
井

会
長
退
任
式
」
に
、
常
総
市
か

　商工会青年部では、青年経営者または後継
者として親睦を深めるとともに、地域商工業
発展のための仲間づくりに重点をおき、さま
ざまな事業を展開しています。
【加入資格】
年齢が満45歳以下の商工会員又はその親族
若しくはその後継者と認められる者であり、
かつその会員の営む事業に従事する方

青年部員募集！！ 青年部員募集！！ 

　
１
級
１
名
な
ど

　
合
格
者
４
名

　
１
級
１
名
な
ど

　
合
格
者
４
名

◇
全
国
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
　
珠
算
検
定
◇

◇
全
国
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
　
珠
算
検
定
◇

第200回
珠算検定
第205回
珠算検定

で
は
、
宮
本
現
県
女
性
連
会
長

よ
り
花
束
と
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
伍
代
夏
子
・
藤

参加者の皆さん醸造施設の説明を受けている様子

伝承鎮魂祈念館を見学する様子視察研修会に参加した部員の皆さん

　
令
和
４
年
７
月
13
日（
水
）に

つ
く
ば
国
際
会
議
場
に
て
、
第

53
回
茨
城
県
商
工
青
年
の
主
張

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
主
張
発
表
会
で
は
、
県

西
地
区
の
代
表
と
し
て
常
総
市

商
工
会
青
年
部
か
ら
貴
志
唯
さ

ん
が
選
出
さ
れ
主
張
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
貴
志
さ
ん
は
常
総

市
で
障
が
い
者
向
け
の
グ
ル
ー

あ
や
子
・
杉
良

太
郎
・EXILE 

A
TSU

SH
I

の

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
拍
手
や

ペ
ン
ラ
イ
ト
を

使
い
な
が
ら
盛

り
上
が
り
ま
し

た
。
　
物
産
展
に
は
、

当
女
性
部
よ
り

第
53
回
茨
城
県

商
工
青
年
の
主
張

　
　
　
　
発
表
会

第
53
回
茨
城
県

商
工
青
年
の
主
張

　
　
　
　
発
表
会

プ
ホ
ー
ム
を
営
ん
で
お
り
、
障

が
い
を
持
つ
方
と
密
接
に
関
わ

っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
福
祉
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
を「
人
は
変
わ
れ
る
！
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に

主
張
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
観
客
席
で
は
応
援
に
駆

け
付
け
た
部
員
の
皆
さ
ん
が
横

断
幕
や
の
ぼ
り
旗
を
使
っ
て
貴

志
さ
ん
の
応
援
を
行
い
ま
し
た
。

本
発
表
会
を
通
し
て
、
県
内
各

地
の
青
年
部
員
に
よ
る
主
張
発

表
を
聞
く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
単
会
の
活
動
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
、
有
益
な
発
表
会
と

な
り
ま
し
た
。

主張発表を行う貴志唯さん

主張発表の応援をする部員の皆さん

決勝戦で新しいユニフォームを着用する
部員の皆さん

　
第
２
０
５
回
全
国
商
工
会
連
合
会

主
催
の
珠
算
検
定
試
験
（
受
験
者
12

名
）
が
６
月
19
日（
日
）常
総
市
商
工

会
水
海
道
事
務
所
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
１
級
か
ら
６
級
ま
で
の
試
験
が

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
１
級
１
名
、

２
級
１
名
、
５
級
１
名
、
６
級
１
名

が
合
格
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
級
か
ら
６
級
ま
で
の
合
格
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
寄
﨑
結
莉
愛
さ
ん
（
12
才)

　
梅
澤
直
太
郎
さ
ん
（
11
才
）

級
合
格
者
４
名
（
受
験
者
９
名
）

　
石
塚　
穂
香
さ
ん
（
９
才
）

　
伊
藤　
夏
芽
さ
ん
（
９
才
）

１
級
合
格
者
１
名（
受
験
者
６
名
）

５
級
合
格
者
１
名（
受
験
者
２
名
）

６
級
合
格
者
１
名（
受
験
者
１
名
）

２
級
合
格
者
１
名（
受
験
者
２
名
）

『
合
格
で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
検

定
前
は
集
中
し

て
練
習
問
題
に

取
り
組
み
ま
し

た
。
合
格
で
き

て
本
当
に
よ
か

っ
た
で
す
。』

㈲
鳥
末
食
品
が
出
展
し
、

自
社
商
品
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。

出展した㈲鳥末食品

　
令
和
４
年
６
月
11
日（
土
）及

び
８
月
５
日(

金)

に
、
第
52
回

県
西
地
区
商
工
会
青
年
部
野
球

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

大
会
で
は
、
昨
年
中
止
と
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
Ｏ
Ｂ
の
参
加

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
県
西
地

区
か
ら
例
年
よ
り
も
多
い
７
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
熱
い
試
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
単
会
は
１
回
戦
、

２
回
戦
と
も
に
勝
利
し
、
坂
東

市
と
の
決
勝
戦
に
臨
み
ま
し
た
。

雷
雨
の
影
響
に
よ
り
延
期
し
て

開
催
さ
れ
た
決
勝
戦
で
は
、
新

し
く
作
成
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
着
用
し
、
気
合
を
入
れ
て
挑

み
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
０
対

２
で
敗
北
と
な
り
ま
し
た
。
結

果
は
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
部
員
同
士

の
親
交
と
健
康
を
促
進
す
る
、

実
り
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。


